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古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン
の

皮
衣
あ
る
い
は
毛
皮
を
使
っ
た
衣
服
の
い
く
つ
か
の
例
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
古
代
日
本
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
利
用
の
研
究
に
つ
い

て
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
古
代
日
本
の
ク
ロ

テ
ン
の
皮
衣
の
形
状
を
近
隣
諸
地
域
の
皮
衣
の
例
と
文
献
記
載
よ
り

類
推
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に

本
稿
は
、
古
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
、

特
に
日
本
古
代
の
皮
衣
に
つ
い
て
の
レ
ビ
ュ
ー
を
主
目
的
と
し
て
い
る

の
で
、
近
世
ア
イ
ヌ
史
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
の
交
易
と
は
直
接

に
は
関
係
し
な
い
。
し
か
し
、
清
や
朝
鮮
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣

の
情
報
は
、
ア
イ
ヌ
が
北
海
道
・
樺
太
で
採
集
し
大
陸
に
渡
っ
た
ク
ロ

テ
ン
の
毛
皮
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
た
め
の
参
考

と
な
ろ
う
。
ま
た
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
利
用
は
、

古
代
か
ら
江
戸
期
の
サ
ン
タ
ン
交
易
や
清
朝
の
終
焉
ま
で
連
綿
と
続
く

の
で
、
古
代
日
本
の
ク
ロ
テ
ン
利
用
は
、
近
世
ア
イ
ヌ
史
と
完
全
に
無

縁
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
は
古
代
日
本
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン

皮
の
入
手
ル
ー
ト
に
は
渤
海
国
経
由
の
他
に
、
奥
州―

北
海
道
ル
ー
ト

も
想
定
さ
れ
て
お
り
（
蓑
島　

二
〇
〇
五
）、
当
時
の
北
海
道
の
居
住
民

で
あ
る
擦
文
文
化
人
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
人
、
つ
ま
り
ア
イ
ヌ
の
祖
先

集
団
と
思
わ
れ
る
人
び
と
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
、
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮

の
終
着
地
で
あ
る
古
代
日
本
で
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た
か
知
る

こ
と
は
有
意
義
で
あ
ろ
う
。

古
代―

中
世
初
期
の
日
本
（
奈
良
〜
鎌
倉
時
代
初
期
）、
特
に
平
安
時

代
の
貴
族
社
会
に
お
い
て
黒
貂
裘
（
ふ
る
き
の
か
わ
ぎ
ぬ
）
は
貴
重
品
と

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣

大
舘
大
學

お
お
だ
ち
・
だ
い
が
く―

（
大
舘
智
氏
／
智
志
と
も
表
記
）
一
九
六
三
年
ま
れ
。
北
海

道
大
学
低
温
科
学
研
究
所
・
同
大
学
院
環
境
科
学
院
助
教
。
専
門
は
生
態
学
、
哺
乳
動
物
学
、

動
物
文
化
誌
。
有
職
装
束
研
究
会
「
綺
陽
会
」
会
員
。
共
著
に
『
日
本
の
哺
乳
類
学
1　
小

型
哺
乳
類
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
）、
編
著
に
『The W

ild M
am

m
als of Japan

』

（
松
香
堂
、
二
〇
〇
九
）
な
ど
。

―
特
に
古
代
日
本
の「
ふ
る
き
の
か
わ
ぎ
ぬ
」の
実
像
を
め
ぐ
っ
て

Ⅲ　

北
方
世
界
を
行
き
か
う
ヒ
ト
と
モ
ノ
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は
ク
ロ
テ
ン
の
動
物
学
的
基
本
情
報
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。

ク
ロ
テ
ンM

artes zibellina

は
食
肉
目
イ
タ
チ
科
テ
ン
属
の
哺
乳
類

で
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
北
部
の
森
林
地
帯
に
広
く
分
布
し
て
い
る
（
図
１
）。

東
ア
ジ
ア
で
は
、
中
国
東
北
部
、
ロ
シ
ア
極
東
の
ア
ム
ー
ル
地
方
お

よ
び
沿
海
地
方
、
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）、
北
海
道
が
主
な
生
息
地
で
あ
る
。

ク
ロ
テ
ン
は
、
雄
の
成
獣
は
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
雌
は
〇
・
七
キ
ロ
グ
ラ

ム
前
後
の
中
型
の
テ
ン
類
で
、
木
に
た
く
み
に
登
り
、
齧
歯
類
、
鳥
類
、

色
に
な
る
遺
伝
子
型
の
み
を
持
っ
て

い
る
が
、
北
海
道
産
の
も
の
に
は
暗

色
に
な
る
遺
伝
型
の
他
に
黄
色
や
中

間
の
毛
色
の
遺
伝
型
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
（
鈴
木　

二
〇
〇
八
）。

ま
た
冬
毛
と
夏
毛
は
毛
質
・
毛
色
が

か
な
り
異
な
る
。
例
え
ば
、
北
海
道

産
の
夏
毛
で
は
ク
ロ
テ
ン
の
名
の
ご

と
く
黒
い
毛
色
で
あ
る
が
、
冬
毛
で

は
淡
い
褐
色
に
な
り
、
刺
し
毛
が
密

生
す
る
（
図
3
）。
毛
皮
製
品
に
さ

れ
る
の
は
通
常
、
冬
毛
の
個
体
で
あ

る
。二

〇
〇
九
年
版
の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国

1 2 3 4 5 6 7 8
ニホンテン

エゾクロテン

図２大舘

9 10 11 12 13 14

図２　クロテンおよびニホンテンの冬毛の色彩バリエーション
　1-4：ニホンテン（キテン・タイプ）　5-6：北海道産クロテン（エゾクロ
テン）　9-14：ロシア産クロテン（9：バルグジン、10：沿海地方、11：中
央シベリア・ツングースカ、12：カムチャッカ半島、13：樺太（サハリ
ン）、14：中央シベリア・サヤン山脈）
　日本産の標本は北海道大学北方生物圏フィールド科学センター所蔵
ロシア産はロシア動物学研究所所蔵（A. Abramov氏撮影）

昆
虫
類
な
ど
の
小
動
物
や
果
実
類
を
主
な
餌
と
し
て
い
る
（H

eptner et 

al. 2002 , O
hdachi et al. 2010

）。〝
黒
〞
テ
ン
と
は
い
う
も
の
の
、
毛
色

は
黄
褐
色
か
ら
暗
褐
色
ま
で
、
か
な
り
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
（
図

2
）。
漆
黒
の
毛
皮
は
最
高
級
品
と
さ
れ
、
通
常
バ
イ
カ
ル
湖
東
部
の

バ
ル
グ
ジ
ン
地
方
産
の
も
の
に
限
ら
れ
る
（H

eptner et al. 2002  （1967
））。

こ
の
毛
色
多
型
は
メ
ラ
ニ
ン
色
素
産
生
に
関
与
す
るM

c1 r

遺
伝
子
と

関
係
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
大
陸
や
樺
太
産
の
ク
ロ
テ
ン
は
通
常
、
暗

し
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
や
『
う
つ
ほ
物
語
』

な
ど
の
平
安
時
代
の
文
学
作
品
や
貴
族
の
日
記
な
ど
の
文
献
に
も
、
黒

貂
裘
（
黒
貂
之
裘
、
ふ
る
き
の
か
わ
の
お
ほ
ん
ぞ
、
な
ど
と
も
表
記
）
は
し

ば
し
ば
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
に
古
代
日
本
で
は
ク
ロ
テ
ン
の
こ
と
を

「
フ
ル
キ
」
と
呼
ん
で
い
た
。
近
年
、
古
代
東
ア
ジ
ア
の
ク
ロ
テ
ン
の

交
易
に
関
す
る
論
考
が
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
黒
貂
裘
の
形
状
に
触

れ
た
も
の
は
少
な
い
。
こ
れ
は
貂
裘
が
朽
ち
や
す
い
毛
皮
製
品
で
あ
り
、

遺
品
例
や
当
時
の
絵
画
へ
の
描
写
例
も
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
実
像
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
な
ま
ま
で
論
議
が
す
す
ん
で

い
く
こ
と
は
好
ま
し
い
状
況
と
は
い
え
な
い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
ク
ロ
テ
ン
の
生
物
学
的
情
報
と
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
の
利
用
史
を
簡
短
に
概
観
す
る
。
次
に
、
古
代

か
ら
近
世
の
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン
な
ど
の
皮
衣
の
実

例
を
紹
介
す
る
。
最
後
に
古
代
日
本
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
研
究

の
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
再
検
討
す
る
。
そ
し
て
古
代
日
本
の
皮
衣
の

形
状
に
つ
い
て
、
諸
文
献
や
東
ア
ジ
ア
の
遺
物
に
基
づ
い
た
類
推
を
行

う
。

ク
ロ
テ
ン
に
つ
い
て

ク
ロ
テ
ン
毛
皮
の
交
易
史
を
扱
っ
た
い
く
つ
か
の
論
考
で
は
、
ク
ロ

テ
ン
の
生
物
学
的
情
報
に
つ
い
て
の
誤
認
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
先
ず

図１　クロテンの分布図　濃い部分は現在の分布。薄い部分は過去の分布。“？”は疑問がある分布域
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三
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ク
ロ
テ
ン
利
用
略
史

ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
や
毛
皮
製
品
は
古
来
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は

重
宝
と
さ
れ
て
き
た
。
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

中
華
方
面
で
は
か
な
り
昔
か
ら
北
方
か
ら
の
交
易
品
と
し
て
珍
重
さ

れ
て
い
た
ら
し
い
。
た
と
え
ば
、
中
国
戦
国
時
代
の
趙
の
宰
相
李
兌
が
、

対
秦
政
策
を
策
士
の
蘇
子
（
蘇
秦
）
に
依
頼
す
る
た
め
の
資
金
源
と
し

て
、「
黒
貂
之
裘
」
な
ど
の
財
物
を
送
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る

（『
戦
国
策
』
趙
巻
第
六
）。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
の
趙
王
の
父
が
「
胡
服

騎
射
」
を
導
入
し
た
こ
と
で
有
名
な
武
霊
王
で
あ
る
。
趙
で
は
従
来
か

ら
北
方
騎
馬
民
や
狩
猟
民
と
交
流
し
、
黒
貂
裘
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
そ
し
て
漢
代
以
前
の
粛
慎
、
三
国
時
代
の
挹
婁
・
夫
余
、
そ

の
後
の
勿
吉
・
鞨
靺
・
女
真
と
い
っ
た
北
東
ア
ジ
ア
の
人
び
と
も
中
華

王
朝
に
朝
貢
品
と
し
て
ク
ロ
テ
ン
を
も
た
ら
し
た
。
古
代
日
本
に
多
大

な
文
化
的
影
響
を
与
え
た
唐
（
六
一
八
〜
九
〇
七
）
は
渤
海
国
（
六
九
八

〜
九
二
六
）
や
東
北
地
方
、
ア
ム
ー
ル
地
方
の
民
族
か
ら
大
量
に
黒
貂

皮
（
な
い
し
貂
皮
）
の
貢
納
を
受
け
て
い
る
（
佐
々
木　
一
九
九
六
、
菊
池

二
〇
〇
四
、
佐
々
木　
二
〇
〇
六
）。
古
代
日
本
で
の
ク
ロ
テ
ン
の
利
用
も

中
国
の
唐
〜
宋
代
を
中
心
と
す
る
北
東
ア
ジ
ア
の
世
界
情
勢
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
で
理
解
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
「
貂
」
に
関
す
る
初
め
て
の
公
式
記
録
は
、『
続
日

本
紀
』
の
神
亀
五
（
七
二
八
）
年
一
月
十
七
日
に
渤
海
使
が
朝
廷
に
貂

皮
三
〇
〇
張
を
貢
い
だ
記
録
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
貂
の
種
は
ク
ロ
テ

ン
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
（
蓑
島　

二
〇
〇
五
）。
こ
れ
以
後
、

古
代
日
本
、
特
に
平
安
時
代
に
、
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
は
貴
重
品
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
く
。

一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
で
も
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
は
珍
重
さ
れ
、
モ
ン

ゴ
ル
の
創
世
記
で
あ
る
『
元
朝
秘
史
』
に
も
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
モ

ン
ゴ
ル
族
の
テ
ム
ジ
ン
（
後
の
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
）
は
、
メ
ル
キ
ト
族
に

拉
致
さ
れ
た
妻
ボ
ル
テ
を
奪
回
し
、
メ
ル
キ
ト
族
を
壊
滅
さ
せ
る
た
め

に
、
ケ
レ
イ
ト
族
の
実
力
者
ト
オ
リ
ル
・
ハ
ン
の
軍
事
的
助
力
を
得
よ

う
と
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
を
贈
呈
し
た
。
ト
オ
リ
ル
・
ハ
ン
は
こ
の
贈
り

物
へ
の
返
礼
と
し
て
、
テ
ム
ジ
ン
へ
の
援
助
を
行
い
、
テ
ム
ジ
ン
は
目

的
を
遂
げ
る
。
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
返
礼
の
た
め
に
（
も
ち
ろ
ん
戦
利

品
や
遊
牧
地
確
保
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
ろ
う
が
）、
部
下
や
自
身
の
命
を

か
け
て
ま
で
軍
勢
を
繰
り
出
し
た
の
で
あ
る
。『
元
朝
秘
史
』
の
史
料

的
信
憑
性
は
さ
て
お
き
、
少
な
く
と
も
『
元
朝
秘
史
』
成
立
時
の
モ
ン

ゴ
ル
で
は
、
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
は
そ
の
く
ら
い
価
値
の
あ
る
も
の
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

歴
代
中
華
王
朝
で
は
、
古
来
よ
り
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
は
珍
重
さ
れ
た

も
の
の
、
宮
廷
の
服
飾
品
と
し
て
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
が
重
要
と
さ
れ
る

の
は
明
代
（
一
三
六
八
〜
一
六
四
四
）
以
降
で
あ
る
（
河
内　

一
九
九
二
、 

際
自
然
保
護
連
合
）
の
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ラ
ン
ク
で
は
、
ク

ロ
テ
ン
は
種
全
体
と
し
て
は

軽
度
懸
念
で
あ
る
が
、
日
本

の
環
境
省
の
二
〇
〇
七
年
度

版
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
、

北
海
道
産
の
ク
ロ
テ
ン
は
準

絶
滅
危
惧
種
と
さ
れ
、
北
海

道
南
部
や
択
捉
島
で
は
ほ
ぼ

絶
滅
し
て
い
る
。
日
本
、
中

国
、
北
朝
鮮
で
は
保
護
獣
で

あ
り
、
韓
国
で
は
す
で
に
絶

滅
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

ロ
シ
ア
で
は
現
在
も
重
要
な

経
済
動
物
で
あ
り
保
護
区
以

以
外
の
ホ
ン
ド
テ
ン
の
二
亜
種
に
細
分
さ
れ
る
。
ホ
ン
ド
テ
ン
に
は
キ

テ
ン
（
黄
貂
、
木
貂
）
と
よ
ば
れ
る
黄
色
い
毛
色
タ
イ
プ
と
ス
ス
テ
ン

（
煤
貂
）
と
呼
ば
れ
る
褐
色
の
毛
色
タ
イ
プ
が
あ
り
、
ツ
シ
マ
テ
ン
は

ス
ス
テ
ン
に
似
た
毛
色
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
毛
色
タ
イ
プ
も
夏
毛
と
冬

毛
で
毛
色
パ
タ
ー
ン
が
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
ク
ロ
テ
ン
と
な
ら
び

東
ア
ジ
ア
で
普
通
に
見
ら
れ
る
テ
ン
類
と
し
て
、
キ
エ
リ
テ
ンM

artes 

flavigula

と
い
う
大
型
で
胸
の
部
分
が
黄
色
い
襟
状
の
毛
色
を
し
た
テ

ン
が
い
る
。
こ
の
種
は
ニ
ホ
ン
テ
ン
の
キ
テ
ン
と
呼
ば
れ
る
色
彩
タ
イ

プ
と
は
全
く
の
別
種
で
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
キ
エ
リ
テ
ン

は
テ
ン
属
の
中
で
は
、
ク
ロ
テ
ン
や
ニ
ホ
ン
テ
ン
な
ど
と
は
形
態
的
、

系
統
的
に
少
し
異
な
っ
た
位
置
に
あ
る
（H

eptner et al. 2002 , K
oepfli et 

al. 2008

）。
キ
エ
リ
テ
ン
は
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
・
ア
ム
ー
ル
地
方
か
ら

朝
鮮
半
島
、
中
国
東
部
を
へ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
至
る
東
ア
ジ
ア
の
東

岸
沿
い
と
、
中
国
雲
南
地
方
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
に
か
け
て
広
く
分
布

し
て
い
る
。
以
上
の
二
種
も
東
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
日
本
に
お
け
る
貂
裘

の
原
皮
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
を
へ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
や
中
国
新
疆
、
チ
ベ
ッ
ト
に

は
ム
ナ
ジ
ロ
テ
ンM

artes foina

が
分
布
し
て
い
る
が
、
東
ア
ジ
ア
東

部
で
の
皮
衣
の
原
皮
と
し
て
は
あ
ま
り
重
要
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

図3　北海道産クロテンの生態写真
　A.冬毛（丸瀬布町）。岩井基氏撮影　B.夏毛（幌延町）。富士元寿彦氏撮影

Ａ Ｂ外
で
は
狩
猟
獣
で
あ
る
が
、
各
地
で
絶
滅
し
て
い
る
（
図
１
）。

本
州
以
南
（
本
州
、
四
国
、
対
馬
、
九
州
）
に
は
ク
ロ
テ
ン
と
は
別
種

の
日
本
固
有
種
の
ニ
ホ
ン
テ
ンM

artes m
elam

pus

が
分
布
し
て
い
る

（
朝
鮮
半
島
南
部
に
も
か
つ
て
は
分
布
し
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
）（O

hdachi 

et al. 2010

）。
こ
の
種
は
近
年
、
北
海
道
南
部
や
佐
渡
島
に
人
為
移
入

さ
れ
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
テ
ン
は
対
馬
に
生
息
す
る
ツ
シ
マ
テ
ン
と
そ
れ
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が
着
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
前
身
頃
が
左
右
に
分
割
し
胸
の

紐
で
結
ぶ
タ
イ
プ
で
、
丈
は
腰
か
ら
脛
ま
で
程
度
の
長
さ
で
あ
る
。
北

朝
の
皇
帝
や
北
方
民
族
の
王
侯
貴
族
も
、
ク
ロ
テ
ン
を
用
い
て
同
様
な

形
状
の
皮
衣
を
用
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

唐
・
宋
や
渤
海
国
に
お
い
て
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
は
珍
重
さ
れ
て
い
た

が
、
古
代
日
本
に
お
け
る
黒
貂
裘
と
同
じ
く
、
絵
画
資
料
が
乏
し
く
形

状
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
皮
の
交
易
の
み
な

ら
ず
、
製
品
に
な
っ
た
黒
貂
裘
が
中
華
王
朝
、
渤
海
国
、
日
本
の
間
で

直
接
贈
答
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
形
状
は
、
古
代
日

本
に
お
け
る
タ
イ
プ
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
時
代
は
下
り
中
国
明
末
の
産
業
書
『
天
工
開
物
』
の
「
裘
」

（
皮
衣
）
の
記
載
を
紹
介
す
る
。
そ
こ
に
は
一
着
の
貂
裘
を
作
る
の
に

六
十
数
頭
の
貂
が
必
要
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
図
２
か
ら
判
断
す

る
と
、
一
頭
の
ク
ロ
テ
ン
か
ら
背
側
の
み
の
毛
皮
と
し
て
も
約
一
三
×

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
毛
皮
が
採
れ
そ
う
で
あ
る
。
単
純
に

六
十
三
頭
分
掛
け
あ
わ
せ
る
と
約
二
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
と
な

る
。
二
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
の
毛
皮
を
用
い
て
現
代
の
日
本
の

着
物
に
仕
立
て
る
と
、
調
度
、
裾
を
引
き
ず
る
長
さ
と
な
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
明
末
の
貂
裘
に
は
長
い
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

明
の
後
に
中
国
全
土
を
治
め
る
中
華
王
朝
と
な
っ
た
の
は
清
（
一
六

四
四
〜
一
九
一
二
）
で
あ
る
。
清
は
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
女
真
族
（
満
洲

族
）
を
支
配
民
族
と
し
た
征
服
王
朝
で
あ
る
。
従
っ
て
清
の
服
制
に
は

北
方
民
族
の
影
響
が
大
き
く
、
毛
皮
製
品
を
用
い
た
服
飾
品
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
い
る
。
皇
帝
や
上
流
階
級
の
冬
の
礼
服
と
し
て
「
端た
ん
と
う罩
」

（duā n zhào

）
と
い
う
コ
ー
ト
が
あ
る
（
百
度
百
科  http://baike.baidu.com

に
よ
れ
ば
満
洲
語
の
〝
打
呼
〞
の
音
写
ら
し
い
）。
図
5
Ａ
は
毛
皮
を
外
側

に
向
け
た
（
翻
毛
皮
）
端
罩
で
あ
る
。
皇
帝
は
ク
ロ
テ
ン
と
黒
い
狐
皮

図４　中国南北朝時代の陳の皇帝の肖像画
　「陳文帝像」（閻立本）。日本語版Wikipediaより転載。上衣として着用し
ているのは白狐大衣である

佐
々
木　

一
九
九
六
）。
女
真
族
な
ど
の
中
国
東
北
地
方
や
ア
ム
ー
ル
・

沿
海
地
方
の
民
族
は
、
中
華
王
朝
以
外
に
も
李
氏
朝
鮮
や
遊
牧
民
族
に

も
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
を
貢
納
し
、
朝
鮮
や
遊
牧
民
の
上
流
階
級
の
間
で

用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
朝
鮮
や
遊
牧
民
か
ら
は
そ
の
貢
納
品
を
さ

ら
に
明
な
ど
の
中
華
王
朝
へ
貢
納
し
て
い
た
（
河
内　

一
九
九
二
、
菊
池

　
二
〇
〇
四
）。
朝
鮮
で
は
明
末
あ
た
り
か
ら
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
製
品
が

普
及
し
、
主
に
支
配
階
級
が
利
用
し
た
（
海
保　

二
〇
〇
〇
）。
東
北
地

方
の
女
真
（
ジ
ュ
シ
ェ
ン
）
族
が
大
清
帝
国
（
ダ
イ
チ
ン
・
グ
ル
ン
）
を

打
ち
立
て
、
一
六
四
四
年
に
明
に
代
わ
っ
て
中
華
王
朝
と
な
る
と
、
女

真
（
後
に
満
洲
マ
ン
ジ
ュ
と
改
称
）
族
に
お
い
て
も
、
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮

製
品
は
皇
帝
や
上
流
階
級
の
服
飾
品
と
な
り
清
宮
廷
の
必
需
品
と
な
っ

た
（
佐
々
木　

一
九
九
六
、
西
村　

二
〇
〇
三
、
劉　

二
〇
〇
三
、 

下
山　

二

〇
〇
五
）。
時
代
が
下
が
る
と
富
裕
な
庶
民
階
級
に
も
ク
ロ
テ
ン
製
品

が
用
い
ら
れ
需
要
が
高
ま
り
、
清
朝
に
と
っ
て
、
東
北
地
方
、
ア
ム
ー

ル
地
方
、
沿
海
地
方
、
樺
太
は
ク
ロ
テ
ン
の
供
給
を
求
め
る
重
要
な
地

域
と
な
っ
た
（
佐
々
木　

一
九
九
六
）。
清
に
よ
る
ア
ム
ー
ル
・
沿
海
地

方
の
辺
民
制
度
と
密
接
に
関
わ
る
の
が
、
近
世
ア
イ
ヌ
が
関
与
し
た
サ

ン
タ
ン
交
易
で
、
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
は
重
要
な
交
易
品
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
西
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ロ
シ
ア
を
発
信
地
と

し
て
、
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
は
服
飾
の
一
部
分
や
コ
ー
ト
と
し
て
利
用
さ

れ
、
王
侯
貴
族
や
富
裕
階
級
に
も
て
は
や
さ
れ
た
（
西
村　

二
〇
〇
三
、 

下
山　

二
〇
〇
五
）。
ロ
シ
ア
人
は
十
六
世
紀
後
半
か
ら
本
格
的
に
東
進

し
十
七
世
紀
前
半
ま
で
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
達
し
た
（
三
浦　

二
〇

〇
三
、
土
肥　

二
〇
〇
七
）。
ロ
シ
ア
人
東
進
の
最
も
重
要
な
理
由
は
ク

ロ
テ
ン
な
ど
の
毛
皮
の
確
保
で
あ
る
（
フ
ォ
ー
シ
ス　

一
九
九
八
、
西
村 

二
〇
〇
三
、
下
山　

二
〇
〇
五
）。
そ
し
て
、
ク
ロ
テ
ン
の
二
大
需
要
国

で
あ
る
ロ
シ
ア
帝
国
と
大
清
帝
国
は
十
七
世
紀
以
降
国
境
線
を
め
ぐ
る

攻
防
を
始
め
る
が
、
そ
の
領
土
争
い
の
重
要
な
理
由
の
一
つ
が
ク
ロ
テ

ン
の
毛
皮
の
入
手
地
域
の
確
保
で
あ
っ
た
（
西
村　

二
〇
〇
三
、 

下
山　

二
〇
〇
五
）。
こ
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
史
を
通
観
す
る
と
、
ク
ロ
テ
ン
交

易
と
利
用
は
、
古
代
か
ら
近
世
、
近
代
ま
で
連
綿
と
し
て
つ
づ
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

四
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
皮
衣

こ
の
節
で
は
、
古
代
よ
り
近
世
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ク
ロ

テ
ン
を
中
心
と
す
る
皮
衣
の
絵
画
や
遺
物
を
紹
介
す
る
。

は
じ
め
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
皮
衣
の
古
い
絵
画
の
一
つ
で
あ
る

中
国
南
北
朝
時
代
の
南
朝
・
陳
の
文
帝
（
在
位
五
五
九
〜
五
六
六
年
）
の

肖
像
画
で
あ
る
（
図
4
）。
こ
れ
は
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
で
は
な
く
白
狐

皮
大
衣
（
白
狐
裘
）
と
呼
ば
れ
る
ア
カ
ギ
ツ
ネVulpes vulpes

の
腋
の
白

い
部
分
だ
け
集
め
て
作
ら
れ
た
皮
衣
で
、
皇
帝
だ
け
に
着
用
が
許
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
朝
鮮
半
島
で
も
同
様
な
狐
の
皮
衣
が
あ
り
、
国
王
だ
け

oodachisatoshi
引き出し線
〇
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リ
ッ
ト
が
入
っ
て
い
る
。

清
朝
と
同
様
に
、
近
代
に
至
る
ま
で
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
需
要
が
高

か
っ
た
の
は
、
朝
鮮
半
島
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
皮
衣
の
利
用
の
記
録

は
『
三
国
志
』
の
扶
余
ま
で
遡
る
が
、
当
時
は
狐
、
狸
な
ど
の
毛
皮

が
主
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
金　

二
〇
〇
八
）。
明
朝
が
貂
裘
を
宮
廷
で

利
用
す
る
の
と
時
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
、
李
氏
朝
鮮
で
も
ク
ロ
テ

ン
（
テ
ン
）
の
皮
衣
を
珍
重
し
た
（
河
内　

一
九
九
二
）。
ク
ロ
テ
ン
の

原
皮
は
現
代
の
北
朝
鮮
や
中
国
東
北
部
南
部
な
ど
自
国
領
内
で
調
達
す

る
ほ
か
は
、
清
朝
と
同
じ
く
ツ
ン
グ
ー
ス
系
狩
猟
民
か
ら
の
貢
納
、
交

易
で
担
っ
た
。
朝
鮮
で
も
ク
ロ
テ
ン
は
原
則
的
に
支
配
階
層
の
着
用
で

あ
っ
た
が
、
庶
民
が
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
慢
性
的
な
需
要

超
過
と
な
っ
て
い
た
（
海
保　

二
〇
〇
〇
）。
動
物
の
毛
皮
で
仕
立
て
た

上
着
は
カ
ド
ッ
、
裘
衣
（
ク
ウ
ィ
）・
裘
（
ク
）
な
ど
と
よ
ば
れ
（
金　

二
〇
〇
八
）、
貂
の
裘
衣
は
貂
裘
（
チ
ョ
グ
）、
貂
服
、
カ
ッ
チ
ョ
ゴ
リ
と

呼
ば
れ
る
。
こ
の
貂
皮
に
は
ク
ロ
テ
ン
の
他
に
も
朝
鮮
半
島
に
生
息
す

る
キ
エ
リ
テ
ン
も
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
元
々
、
朝
鮮
の
皮
衣

は
膝
ま
で
長
さ
の
丈
で
毛
が
表
に
な
る
よ
う
に
仕
立
て
て
い
た
が
、
い

つ
頃
か
ら
は
不
明
で
あ
る
が
次
第
に
裏
打
ち
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
貂
裘
（
チ
ョ
グ
）
も
は
じ
め
は
袍
（
ポ
）
と
い
う
長
い
外
衣
の
全

体
の
裏
打
ち
に
貂
皮
を
用
い
て
い
た
が
、
時
代
が
下
が
る
と
短
い
服
で

あ
る
上
衣
（
チ
ョ
ゴ
リ
）
や
背
子
（
ヘ
ジ
ャ
）=

チ
ョ
ッ
キ
に
裏
打
ち
す

る
よ
う
に
な
り
、
カ
ッ
チ
ョ
ゴ
リ
が
一
般
的
な
貂
裘
の
型
式
と
な
っ
た

（
図
６
）。
カ
ッ
チ
ョ
ゴ
リ
は
毛
皮
を
内
側
に
向
け
る
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、

左
右
の
前
身
頃
は
正
中
線
で
綴
じ
る
の
で
は
な
く
交
差
さ
せ
、
胸
の
紐

で
結
ん
で
い
た
。

最
後
に
、
近
世
ア
イ
ヌ
に
お
け
る
皮

衣
の
利
用
に
つ
い
て
記
述
す
る
。『
蝦

夷
風
俗
図
式
』（
谷
文
旦
筆
。
一
七
九
九

年
）
に
は
皮
衣
を
纏
っ
た
ア
イ
ヌ
の
女

性
（
図
7
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
塚

（
二
〇
〇
一
）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ク
ロ

テ
ン
の
毛
皮
を
用
い
た
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
一
般
に
、
ア
イ
ヌ
は
ク
ロ
テ
ン

（上）図６　李氏朝鮮のカッチョゴリ
　金 (2008）より転写編集
（下）図７　アイヌのクロテンの皮衣
　『蝦夷風俗図式』に描かれた皮衣をまとっ
たアイヌの女性。（大塚 2001）より転載

（
ア
カ
ギ
ツ
ネ
の
黒
色
型
の
ギ
ン
ギ
ツ
ネ
の
こ
と
か
？
）
を
皮
衣
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
毛
皮
を
裏
地
に
し
た
端
罩
も
あ
る
。
図
５

Ｂ
は
雍
正
帝
（
在
位
一
七
二
二
〜
一
七
三
五
年
）
の
端
罩
で
あ
る
。
こ
れ

は
ク
ロ
テ
ン
で
は
な
く
て
黒
色
の
キ
ツ
ネ
の
毛
皮
を
裏
地
に
し
て
い

る
。
こ
の
他
に
冬
期
の
皇
帝
の
「
朝
服
」（
朝
袍
）
に
は
襟
や
袖
先
な

ど
に
テ
ン
類
や
黒
キ
ツ
ネ
の
毛
皮
を
取
り
付
け
た
（
図
５
Ｃ
）。
こ
の
遺

品
は
康
煕
帝
（
在
位
一
六
六
一
〜
一
七
二
二
年
）
の
も
の
で
、
ク
ロ
テ
ン

（
紫
貂
）
の
他
に
「
熏
貂
」（
薰
貂
）
を
用
い
て
い
る
が
（
故
宮
博
物
院　

二
〇
〇
八
）、
熏
貂
と
は
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
の
色
彩
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

一
つ
か
、
テ
ン
類
の
毛
皮
を
暗
色
に
染
色
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

貂
皮
の
利
用
は
端
罩
の
よ
う
に
服
全
体
に
使
う
よ
り
も
、
帽
子
（
冠
）

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
襟
元
、
袖
元
に
使
う
場
合
も
多
か
っ
た
。
こ
の
他

に
皮
衣
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
。
図
５
Ｄ
は
、「
行ぎ
ょ
う
ほ
う
袍
」
と
言

う
騎
馬
で
の
外
出
着
の
上
に
着
用
す
る
「
行ぎ
ょ
う
か
い
褂
」
の
一
種
で
あ
る
「
翻

毛
皮
馬
褂
」
と
呼
ば
れ
る
短
い
タ
イ
プ
の
皮
衣
で
あ
る
（
周　

二
〇
〇

二
）。
以
前
の
拙
著
（
大
舘　

二
〇
一
〇
）
で
こ
の
馬
褂
の
こ
と
を
短
い

タ
イ
プ
の
端
罩
と
誤
っ
た
解
説
を
し
た
の
で
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
く
。

最
上
級
の
階
級
の
み
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

よ
り
も
下
の
階
級
は
ヒ
ョ
ウ
や
青
・
黄
色
の
キ
ツ
ネ
皮
な
ど
の
毛
皮
を

官
位
に
応
じ
て
用
い
た
。
い
ず
れ
も
清
朝
の
服
制
に
準
じ
て
筒
袖
タ
イ

プ
で
、
左
右
身
頃
は
ま
ん
中
で
ぴ
た
り
と
綴
じ
、
腰
か
ら
下
に
は
ス

図５　清朝の皮衣と冬の朝服
　Ａ：皇帝のクロテンの端罩。
　故宮博物院のホームページ
　(http://www.dpm.org.cn/

www_oldweb/)より転写編集
Ｂ：雍正帝の「明黄色狐皮端
罩」。セゾン美術館 （1997）よ
り転写編集
　C：康煕帝のクロテンを用い
た「明黄色雲龍花緞皮朝袍」。
故宮博物院 （2008）より転写
編集
　D：運同銜侯選同知夏鑾の肖
像画。「馬褂」と呼ばれる短い
タイプの皮衣。（劉 2003）より
　転写編集

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ
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古
代
日
本
の
ク
ロ
テ
ン
皮
衣
の
研
究
で
し
ば
し
ば
論
議
さ
れ
る
の

が
『
江
家
次
第
』
に
記
述
さ
れ
た
重し
げ
あ
き
ら
明
親
王
（
九
〇
六
〜
九
五
四
）
の
一

件
で
あ
る
。
こ
の
記
載
内
容
の
真
偽
に
は
論
議
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

事
実
と
し
て
お
く
。
そ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
重
明
親
王
が
黒
貂
裘
を
重

ね
着
し
て
渤
海
使
を
見
学
に
行
き
、
そ
れ
を
見
た
渤
海
使
は
自
分
が
一

領
し
か
着
用
し
て
い
な
い
こ
と
に
恥
じ
入
っ
た
と
い
う
。
重
明
親
王
が

渤
海
使
と
会
っ
た
の
は
延
喜
二
十
（
九
二
〇
）
年
五
月
に
最
後
の
渤
海

使
が
入
京
し
た
時
と
思
わ
れ
る
（
蓑
島　

二
〇
〇
五
）。
旧
暦
五
月
の
京

都
と
言
え
ば
蒸
し
暑
い
最
中
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
行
動
は
、
従
来
、

蒸
し
暑
い
中
に
無
理
を
し
て
毛
皮
コ
ー
ト
を
着
重
ね
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
性
や
財
力
を
誇
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
（
西
村　

二
〇
〇
三
、 

上
田

　

二
〇
〇
四
、
河
添　

二
〇
〇
八
）
が
、
蓑
島
（
二
〇
〇
五
）
は
、
こ
の
重

ね
着
を
、
渤
海
国
を
通
さ
な
く
て
も
、
日
本
国
は
別
の
ル
ー
ト
（
東
北

〜
北
海
道
経
由
）
に
よ
り
高
価
な
ク
ロ
テ
ン
を
入
手
で
き
る
こ
と
を
示

す
政
治
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
捉
え
た
。
た
だ
し
、
延

喜
二
十
年
は
、
重
明
親
王
は
十
四
才
の
元
服
前
と
推
定
さ
れ
る
（
古
代

学
協
会
・
古
代
学
研
究
所　

一
九
九
四
）
の
で
、
こ
の
行
動
は
父
帝
の
醍

醐
天
皇
や
近
臣
に
よ
る
指
示
で
あ
っ
た
ろ
う
。
冠
も
か
ぶ
っ
て
い
な
い

少
年
が
、
高
価
な
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
を
重
ね
着
し
て
い
る
様
は
、
相
手

を
驚
か
せ
る
に
は
効
果
は
十
分
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、『
扶
桑
略
記
』

に
延
喜
二
十
二
年
九
月
に
渤
海
客
を
越
前
の
国
に
安
置
し
た
記
載
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
新
た
に
来
日
し
た
渤
海
使
で
は
な
く
て
、
前
回
（
つ
ま

り
延
喜
十
九
〜
二
十
年
）
の
渤
海
使
の
帰
国
時
に
逃
亡
し
た
日
本
残
留
者

の
事
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
（
蓑
島　

二
〇
〇
六
）。
可
能
性
は

低
い
が
、
仮
に
重
明
親
王
が
渤
海
使
に
出
合
っ
た
年
を
延
喜
二
十
二
年

と
す
れ
ば
、
彼
は
延
喜
二
十
一
年
に
元
服
し
て
い
る
の
で
成
年
の
装
束

で
渤
海
使
に
出
合
っ
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
明
親
王
と

渤
海
使
の
一
件
の
あ
っ
た
十
世
紀
は
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
は
貴
重
な
服
飾

品
と
し
て
人
び
と
の
垂
涎
の
的
と
な
っ
た
絶
頂
期
に
あ
っ
た
。

次
に
、
い
つ
頃
ま
で
着
用
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
平

安
時
代
の
王
朝
文
学
の
筆
頭
格
で
あ
る
十
一
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た

『
源
氏
物
語
』
の
末す
え
つ
む
は
な

摘
花
の
巻
で
は
キ
ー
ア
イ
テ
ム
と
し
て
黒
貂
裘
が

登
場
す
る
。
末
摘
花
の
女
主
人
公
の
父
で
あ
る
常
陸
宮
の
モ
デ
ル
は
前

述
し
た
重
明
親
王
と
言
わ
れ
て
い
る
（
河
添　

二
〇
〇
八
）。
重
明
親
王

に
は
源
邦
正
と
い
う
息
子
が
い
る
が
、
そ
の
容
貌
は
末
摘
花
の
女
主
人

公
と
類
似
し
、
背
が
高
く
色
白
で
鼻
が
高
い
と
い
う
顔
立
ち
を
し
て
お

り
、
そ
れ
が
嘲
笑
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
（『
今
昔
物
語
』、『
宇
治
拾
遺

物
語
』）。
執
筆
当
時
の
『
源
氏
物
語
』
の
読
者
に
は
末
摘
花
の
容
貌
描

写
か
ら
、
実
在
の
源
邦
正
と
そ
の
父
親
の
重
明
親
王
が
容
易
に
連
想
さ

れ
た
に
違
い
な
い
。

さ
て
、『
源
氏
物
語
』
末
摘
花
の
記
述
は
、
多
く
の
論
考
で
は
（
例

え
ば
、
蓑
島　
二
〇
〇
五
、
河
添　
二
〇
〇
八
）、『
源
氏
物
語
』
成
立
時
に

の
毛
皮
は
サ
ン
タ
ン
交
易
用
に
捕
獲
し
、
ア
イ
ヌ
自
身
の
使
用
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
出
利
葉　
二
〇
〇
〇
、
出
利
葉
二
〇
〇
二
）
が
、

十
七
世
紀
後
半
に
北
海
道
の
稚
内
周
辺
に
漂
着
し
た
朝
鮮
人
の
記
録
に

よ
る
と
、
こ
の
地
方
の
ア
イ
ヌ
は
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
を
着
用
し
て
い
た

と
い
う
（
海
保　

二
〇
〇
〇
）。
な
お
、
江
戸
時
代
の
和
人
に
よ
っ
て
描

か
れ
た
ア
イ
ヌ
の
肖
像
画
で
は
、
襟
の
合
わ
せ
方
は
未
開
人
の
風
習
と

い
う
意
味
で
政
治
的
意
図
か
ら
わ
ざ
と
左ひ
だ
り
ま
え
衽
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い

が
（
林　

一
九
九
六
）、
こ
の
絵
で
は
皮
衣
も
下
の
着
物
も
和
人
同
様
に

右み
ぎ
ま
え衽
に
絵
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
あ
か
ら
さ
ま
な

偏
見
や
政
治
的
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
こ
の
絵
は
事
実
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
皮
衣
の
毛

皮
に
は
テ
ン
の
顔
が
付
い
て
お
り
ア
イ
ヌ
独
特
の
原
皮
の
裁
断
法
を
し

て
い
る
（
あ
る
い
は
断
裁
を
ほ
と
ん
ど
施
さ
な
い
原
皮
に
近
い
状
態
）。
ま
た

左
右
身
頃
は
紐
に
よ
っ
て
腰
で
固
定
し
、
長
さ
は
脛
か
ら
膝
ま
で
の
長

さ
で
、
皮
は
外
側
に
む
け
て
い
る
。

以
上
、
古
代
か
ら
近
世
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
皮
衣
の
形
態
の
特
徴

を
ま
と
め
る
と
、
貫
頭
衣
の
よ
う
に
上
か
ら
か
ぶ
る
タ
イ
プ
で
は
な
く
、

前
身
頃
が
左
右
で
分
か
れ
た
タ
イ
プ
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。
左
右
身

頃
は
交
差
さ
せ
る
か
垂
直
に
垂
ら
す
こ
と
が
多
い
が
、
清
の
端
罩
の
よ

う
に
正
中
線
で
ぴ
っ
た
り
と
綴
じ
る
タ
イ
プ
も
存
在
し
た
。
ま
た
、
清

の
皇
帝
の
端
罩
や
朝
鮮
の
カ
ッ
チ
ョ
ゴ
リ
の
よ
う
に
毛
皮
を
内
側
に
裏

打
ち
す
る
タ
イ
プ
も
あ
る
が
、
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
毛
皮
を
外

側
に
向
け
る
の
が
よ
り
一
般
的
で
あ
る
考
え
ら
れ
た
。

五
、
古
代
日
本
に
お
け
る
皮
衣

日
本
に
お
い
て
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
が
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
用
い
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？　
こ
れ
に
は
明
確
に
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

ま
ず
、
い
つ
頃
か
ら
使
い
始
め
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
先

述
の
よ
う
に
、『
続
日
本
紀
』（
七
九
七
年
成
立
）
に
は
、
神
亀
四
（
七
二

九
）
年
の
第
一
次
渤
海
使
に
よ
っ
て
貂
三
〇
〇
張
が
朝
廷
に
献
じ
ら
れ

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
貂
は
ク
ロ
テ
ン
で
、
貂
裘
に
仕
立

て
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
（
蓑
島　

二
〇
〇
五
）。
こ
れ
以
前

に
も
、
隋
・
唐
や
朝
鮮
半
島
、
蝦
夷
（
エ
ミ
シ
）
か
ら
ク
ロ
テ
ン
の
原

皮
や
皮
衣
が
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
記
載

が
貂
皮
に
関
す
る
日
本
最
初
の
公
式
記
録
と
な
る
。
し
か
し
、
明
か
な

「
貂
裘
」
の
記
録
は
『
日
本
三
代
實
録
』（
九
〇
一
年
成
立
）
に
記
載
の
、

仁
和
元
（
八
八
五
）
年
正
月
十
七
日
に
参
議
未
満
の
者
に
対
す
る
貂
裘

の
着
用
を
禁
止
し
た
通
達
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
貂
裘
が
貴

族
階
級
に
普
及
す
る
の
は
九
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
ら
し
い
（
蓑
島

　
二
〇
〇
五
）。
つ
ま
り
、
八
世
紀
初
頭
あ
た
り
か
ら
使
い
始
め
た
ら
し

い
が
、
普
及
し
た
の
は
九
世
紀
後
半
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、

貂
裘
な
い
し
黒
貂
裘
は
富
貴
階
級
の
間
で
ブ
ー
ム
と
な
る
。

oodachisatoshi
引き出し線
皮
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ま
た
末
摘
花
の
父
親
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
重
明
親
王
の
時
代
に
は
、

前
述
の
よ
う
に
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
は
政
治
的
ア
ピ
ー
ル
も
備
え
た
富
貴

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
奈
良
時
代
以
来
二
百
年
以
上
続
い
て

い
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
娘
の
世
代
で
一
気
に
古
く
さ
く
な

る
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
（
も
っ
と
も
、
実
在
の
源
邦
正
の
活
躍
時
期
と
紫

式
部
の
源
氏
物
語
執
筆
時
期
は
数
十
年
の
時
差
が
あ
る
）。
さ
ら
に
は
藤
原

道
長
の
日
記
で
あ
る
『
御
堂
関
白
記
』
に
は
道
長
が
長
和
四
（
一
〇
一

五
）
年
に
宋
の
僧
に
貂
裘
を
三
領
、
別
の
宋
僧
に
貂
裘
一
領
を
送
っ
た

と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
事
実
は
十
一
世
紀
初
頭
の
貴
族
社
会
に
お
い

て
、
貂
裘
は
ま
だ
重
宝
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
道
長
の
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
』

の
読
者
の
間
で
黒
貂
裘
が
「
古
く
さ
い
」
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
は

思
え
な
い
。

さ
て
、
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
が
い
つ
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
私
は
、
黒
貂
裘
が
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た

の
は
、
ク
ロ
テ
ン
を
表
す
フ
ル
キ
と
い
う
単
語
が
実
用
上
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
鎌
倉
時
代
中
期
（
海
保　
二
〇
〇
〇
）
よ
り
少
し
前
の
十
二
世
紀

〜
十
三
世
紀
初
頭
ご
ろ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
あ
る
も
の
が
利

用
さ
れ
な
く
な
れ
ば
、
そ
れ
を
表
す
単
語
は
消
滅
す
る
か
、
他
の
よ
り

一
般
的
な
単
語
（
こ
の
場
合
、
ク
ロ
テ
ン
、
コ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
）
に
置
き
換

わ
る
と
す
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
事
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
は
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
は
八
世
紀
初

頭
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
ご
ろ
ま
で
四
〜
五
百
年
の
長
き
に
渡
り
使
わ
れ

て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
期
に
渡
り
黒
貂
の
皮
衣
が
利

用
さ
れ
、
重
宝
あ
つ
か
い
さ
れ
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
黒
貂
裘
の

絵
画
資
料
や
遺
物
が
見
ら
れ
な
い
の
は
意
外
な
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
鎌
倉
時
代
中
期
以
後
は
、
明
治
以
降
に
ロ
シ
ア
ン
・
セ
ー
ブ
ル

の
コ
ー
ト
が
輸
入
さ
れ
る
ま
で
の
長
期
間
の
間
に
、
日
本
（
ア
イ
ヌ
以

外
）
に
お
い
て
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
が
利
用
さ
れ
た
形
跡
は
管
見
の
限
り

皆
無
で
あ
る
（
ラ
ッ
コ
や
カ
ワ
ウ
ソ
の
毛
皮
は
江
戸
時
代
に
貴
重
な
も
の
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
）。
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
に
限
ら
ず
、
中

世
・
近
世
日
本
で
は
服
飾
と
し
て
の
毛
皮
製
品
の
利
用
や
獣
肉
食
が
あ

ま
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
仏
教
の
殺
生
戒
や
神
道
的
穢
れ
の
思

想
の
普
及
と
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
鵜
澤　
二
〇
〇
八
）。

最
後
に
日
本
古
代
の
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
形
状
に
つ
い
て
の
推
定
を

試
み
る
。
最
初
に
結
論
を
言
う
と
形
状
の
実
情
に
つ
い
て
の
詳
細
は
わ

か
ら
な
い
。
遺
物
や
絵
画
資
料
の
報
告
例
が
な
い
の
で
、
大
舘
（
二
〇

一
〇
）
は
、
三
節
で
述
べ
た
東
ア
ジ
ア
各
地
の
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の

皮
衣
と
の
比
較
と
、
文
献
記
述
か
ら
形
状
の
推
定
を
試
み
た
。

古
代
か
ら
近
世
の
東
ア
ジ
ア
各
地
の
ク
ロ
テ
ン
な
ど
の
皮
衣
の
形
状

の
共
通
点
は
、
貫
頭
衣
型
式
で
は
な
く
て
、
左
右
身
頃
が
分
割
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
左
右
身
頃
は
交
差
さ
せ
る
か
、
下
に
垂
直
に
垂
ら
す

は
黒
貂
裘
は
古
く
さ
い
、
あ
る
い
は
流
行
遅
れ
の
も
の
で
あ
る
と
解
釈

さ
れ
て
い
る
。
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
こ
の
場
面
を
再
検
討
し
て
み

よ
う
。
原
文
を
引
用
す
る
と
、

聴
色
の
わ
り
な
う
上
白
み
た
る
一
か
さ
ね
、
な
ご
り
な
う
黒
き
袿

か
さ
ね
て
、
表
着
に
は
黒
貂
の
皮
衣
、
い
と
き
よ
ら
に
か
う
ば
し

き
を
着
た
ま
へ
り
。
古
代
の
ゆ
ゑ
づ
き
た
る
御
装
束
な
れ
ど
、
な

ほ
若
や
か
な
る
女
の
御
よ
そ
ひ
に
は
似
げ
な
う
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し

き
こ
と
、
い
と
も
て
は
や
さ
れ
た
り
。
さ
れ
ど
、
げ
に
、
こ
の
皮

な
う
て
、
は
た
、
寒
か
ら
ま
し
と
見
ゆ
る
御
顔
ざ
ま
な
る
を
心
苦

し
と
見
た
ま
ふ
。 

（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
よ
り
）

こ
の
中
の
「
古
代
」
と
い
う
単
語
か
ら
、「
古
く
さ
い
」
と
い
う
マ

イ
ナ
ス
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。『
古
語
大
辞
典
』（
中

田
ほ
か　
一
九
八
三
）
に
よ
れ
ば
、
古
代
は
古
体
を
当
て
る
方
が
よ
り
適

切
で
あ
り
、
末
摘
花
で
の
用
法
は
「
古
め
か
し
い
こ
と
、
古
風
」
を
あ

ら
わ
す
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
キ
ー
ワ
ー
ド
は
そ
の

次
の
、「
ゆ
ゑ
づ
き
た
る
」（
故
づ
き
た
る
）
と
「
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き

こ
と
」
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
執
筆
さ
れ
た
当
時

の
『
源
氏
物
語
』
の
読
者
に
は
、
史
実
の
重
明
親
王
と
渤
海
使
の
や
り

と
り
に
使
わ
れ
た
黒
貂
裘
の
逸
話
が
、
ま
だ
広
く
語
り
継
が
れ
了
解
事

項
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、「
ゆ
ゑ
づ
き
た
る
」
に
は
「
そ
の
よ
う

な
由
緒
を
も
っ
た
件
の
黒
貂
裘
」
と
い
う
意
味
を
含
有
し
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
（
八
條
忠
基
氏
指
摘
）。
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
外
交
と

い
う
政
治
の
場
で
用
い
ら
れ
た
黒
貂
裘
を
う
ら
若
い
女
性
が
着
用
し

て
い
る
の
は
仰
々
し
く
似
つ
か
わ
し
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
し
て
や
平
安
時
代
の
日
本
で
は
黒
貂
裘
は
主
に
男
性
の
着
用
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
（
河
添　
二
〇
〇
八
）
の
で
、
な
お
さ
ら
末
摘
花

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
ス
の
な
さ
を
強
調
し
た
の
だ
ろ
う
。
以
上
の

様
に
、
原
文
を
再
検
討
し
て
も
、
黒
貂
の
皮
衣
自
体
が
時
代
遅
れ
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
は
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
引
用
文
の
意
は
、

ゆ
る
し
色
で
あ
る
薄
紅
色
が
す
っ
か
り
色
あ
せ
白
っ
ぽ
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
襲
衣
の
上
に
、
元
の
色
が
わ
か
ら
ぬ
ほ
ど
黒
ず
ん
で
し

ま
っ
た
袿
を
重
ね
て
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
香
を
焚
き
し
め
た
黒
貂

の
皮
衣
を
着
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
古
い
時
代
の
由
緒
あ
る
装
束
で

す
が
、
う
ら
若
い
女
性
の
着
物
と
し
て
は
似
つ
か
わ
し
く
な
く

仰
々
し
い
も
の
で
、
場
違
い
さ
が
目
を
引
き
ま
す
。
し
か
し
「
こ

の
皮
衣
が
な
い
と
寒
い
で
す
も
の
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
末
摘
花

の
お
顔
を
、
光
源
氏
は
気
の
毒
に
御
覧
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
古
代
（
古
体
）
は
、「
父
の
代
か
ら
の
古
い
も
の
」

と
い
う
、
単
な
る
時
間
的
古
さ
の
意
味
で
あ
っ
て
、「
古
く
さ
い
」
や

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
遅
れ
」
を
強
調
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？



アイヌ史を問いなおす 174東アジアにおけるクロテンの皮衣175

以
上
の
情
報
に
よ
り
、
十
世
紀
の
上
級
貴
族
が
束
帯
を
着
用
し
て
、

そ
の
上
に
黒
貂
裘
を
重
ね
着
し
た
想
像
図
を
図
8
に
示
す
（
綾
麿
氏
、

原
図
）。
こ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
渤
海
使
と
会
っ
た
時
の
重
明
親

王
で
あ
る
が
、
当
時
の
親
王
は
元
服
前
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
実

際
に
は
冠
は
つ
け
ず
に
髪
型
は
ミ
ズ
ラ
で
闕
腋
袍
を
着
用
し
て
い
た
だ

ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
長
い
タ
イ
プ
の
上
に
袖
無
し
の
短
い
タ
イ
プ
の
皮

衣
を
何
領
か
着
用
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、『
源
氏

物
語
』
の
末
摘
花
の
女
主
人
公
が
黒
貂
裘
を
着
用
し
た
例
と
し
て
、
小

泉
吉
宏
氏
の
想
像
図
（
小
泉　

二
〇
〇
二
）
を
示
す
（
図
９
）。
こ
の
図

で
は
袖
無
し
の
短
い
タ
イ
プ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
セ
ン
ス
の
な
さ
を
強
調
す
る
に
は
下
の
装
束
が
よ
り
見
え
に
く
い
、

袖
が
あ
り
長
い
タ
イ
プ
の
皮
衣
の
ほ
う
が
効
果
的
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
い
ず
れ
の
図
も
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
装
束
と
毛
皮
の
コ
ー
ト

の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
の
は
現
代
人
の
感
覚
か
ら
す
る
と
意
外
に
思
え

る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
、
渤
海
国
や
奥
州
経
由
で
も
た
ら

さ
れ
た
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
は
、
上
級
貴
族
の
ス
テ
ー
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
長
期
間
愛
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
我
々
の
通
念
を
転
換
さ

せ
て
当
時
の
情
景
を
視
覚
的
に
考
慮
し
て
み
る
と
、
新
た
な
発
想
も
で

き
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
今
後
、
日
本
古
代
の
黒
貂
裘
の
形
状
推
定

に
関
す
る
直
接
的
な
資
料
の
発
見
に
よ
り
、
真
実
に
よ
り
近
い
形
状
推

定
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
例
え
ば
、
第
一
回
渤
海
使
に

よ
っ
て
大
量
に
貂
皮
を
も
た
ら
さ
れ
た
時
の
天
皇
は
聖
武
天
皇
で
あ
る

が
、
彼
の
遺
品
の
な
か
に
黒
貂
裘
の
伝
世
品
や
残
欠
は
な
い
だ
ろ
う

か
？　
ま
た
、
神
社
仏
閣
な
ど
の
木
像
な
ど
に
黒
貂
裘
を
表
現
し
た
も

の
は
残
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？　
も
し
発
見
さ
れ
れ
ば
ク
ロ
テ
ン
の

交
易
史
の
研
究
に
大
き
な
一
石
を
投
じ
よ
う
。

謝
辞

　

有
職
装
束
研
究
会
「
綺
陽
会
」（
八
條
忠
基
主
宰
）
の
会
員
各
氏
に
は
、

様
々
な
指
摘
と
協
力
を
受
け
た
。
特
に
、
藤
尾
隆
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
綾

麿
）
氏
に
は
黒
貂
裘
の
イ
ラ
ス
ト
も
描
い
て
い
た
だ
い
た
。
福
永
重
治
氏

に
は
毛
皮
製
品
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い

た
。
八
條
忠
基
、
大
野
裕
子
、
蓑
島
栄
紀
の
各
氏
に
は
初
期
原
稿
へ
の
ご

意
見
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
富
士
元
寿
彦
、
岩
井
基
の
両
氏
に
は
ク
ロ
テ

ン
の
写
真
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
。A

. V. A
bram

ov

氏
に
は
ロ
シ
ア
動

物
学
研
究
所
所
蔵
の
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
の
写
真
の
撮
影
と
提
供
を
願
っ
た
。

北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
植
物
園
に
は
ニ
ホ

ン
テ
ン
お
よ
び
ク
ロ
テ
ン
の
写
真
撮
影
の
許
可
を
頂
い
た
。
小
泉
吉
宏
氏

お
よ
び
幻
冬
舎
に
は
末
摘
花
の
イ
ラ
ス
ト
の
転
載
の
許
可
を
頂
い
た
。
以

上
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

引
用
文
献

阿
部
秋
生
ほ
か
校
注
（
一
九
九
四
〜
九
八
）「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

20 -25 .　
源
氏
物
語
」
小
学
館

上
田
雄
（
二
〇
〇
四
）『
渤
海
国　

東
ア
ジ
ア
古
代
王
国
の
使
者
た
ち
』
講

談
社

鵜
澤
和
宏
（
二
〇
〇
八
）「
肉
食
の
変
遷
」『
人
と
動
物
の
日
本
史　

1　

動

か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
清
の
端
罩
や
馬
褂
な
ど
で
は
左
右

身
頃
は
正
中
線
で
綴
じ
る
型
式
で
あ
る
。
ま
た
、
端
罩
や
李
氏
朝
鮮
の

カ
ッ
チ
ョ
ゴ
リ
で
は
毛
皮
を
裏
打
ち
に
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
毛
皮
を

外
側
に
向
け
る
も
の
が
よ
り
古
い
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
黒
貂
裘
（
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
）
の
形
状
推
定
に
寄
与

す
る
文
献
と
し
て
『
江
家
次
第
』（
春
日
祭
）、『
多
武
峰
少
将
物
語
』、

『
う
つ
ほ
物
語
』（
蔵
開
中
）、『
源
氏
物
語
』（
末
摘
花
）、『
御
堂
関
白

記
』
の
ク
ロ
テ
ン
の
皮
衣
の
記
載
を
検
討
し
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
大

舘　
二
〇
一
〇
を
参
照
）
い
ず
れ
の
文
献
も
平
安
時
代
中
期
か
ら
後
期
の

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
重
ね
着
が
で
き
る
、
下
の
装
束

の
状
態
が
見
え
る
、
長
短
二
タ
イ
プ
が
あ
る
、
裏
に
布
地

を
つ
け
て
い
る
、
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
。

文
献
や
諸
地
域
の
皮
衣
の
形
状
を
比
較
し
て
総
合
的
に

古
代
日
本
の
黒
貂
裘
の
形
状
を
推
定
し
た
要
約
を
示
す
。

（
1
）
長
さ
に
は
、
少
な
く
と
も
長
短
の
二
タ
イ
プ
あ
っ

た
。
長
尺
タ
イ
プ
は
六
〜
七
尺
程
度
の
裾
を
引
き
ず

る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
夜
具
と
し
て
も

利
用
さ
れ
た
。
短
尺
タ
イ
プ
の
詳
細
な
長
さ
は
わ
か

な
い
が
、
腰
丈
（
腰
か
ら
少
し
下
ま
で
の
長
さ
）
程
度

の
長
さ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
前
身
頃
は
、
左
右
分
割
タ
イ
プ
と
思
わ
れ
る
。
左

右
前
身
頃
は
交
差
さ
せ
る
か
、
現
代
の
羽
織
の
よ
う
に
垂
直
に
垂

ら
す
よ
う
な
タ
イ
プ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
紐
な
ど
で
腰
や
胸
で

固
定
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
袖
丈
は
下
に
着
用
す
る
装
束
よ
り
も
長
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一

方
、
皮
衣
の
袖
裄
の
長
さ
は
手
首
ま
で
の
長
さ
よ
り
も
短
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
ま
た
半
袖
や
袖
無
し
タ
イ
プ
も
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。

（
4
）
裏
は
綾
な
ど
の
絹
布
を
張
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
明
ら
か
に
毛

皮
を
外
に
向
け
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ま
た
防
寒
機
能
を
高
め
る
た

め
に
綿
な
ど
の
詰
め
物
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（上）図８　10世紀の上
級貴族が黒貂裘を重
ね着した想像図
　束帯の上に長尺長袖
タイプの黒貂裘を着
用し、さらにその上に
何領かの短尺袖無し
タイプを重ね着した
場面を想定した

（下）図９　源氏物語末
摘花巻の女主人公が
着用した黒貂裘の想
像図
　これは袖無しタイプ
として描かれている

©綾麿

©小泉吉宏・幻冬舎



アイヌ史を問いなおす 176東アジアにおけるクロテンの皮衣177

『
北
方
島
文
化
研
究
』
3
、 三
五―

四
八
頁

蓑
島
栄
紀
（
二
〇
〇
六
）「
史
料
か
ら
み
た
靺
鞨
・
渤
海
・
女
真
と
日
本
列

島
」　
『
北
方
世
界
の
交
流
と
変
容―

中
世
の
北
東
ア
ジ
ア
と
日
本
列

島
』（
天
野
哲
也
、
臼
杵
勲 

、
菊
池
俊
彦
編
集
）
山
川
出
版
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